
暦の上では春ですが、まだまだ厳しい寒さが続きます。  

２月は日本の伝統行事として大切にされている「節分」や、海外の伝統行事の「バレンタイン」など、家族で楽し

めるイベントが盛りだくさんです。子どもと一緒に豆まきをしたり、バレンタインにちなんだお菓子を作ってみる

など楽しく食材に触れ、子どもの食への関心を深められたらいいですね。 
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まつなわ西保育園 

 

食 育 だ よ り

うさぎ組の食育活動 

 

おもいっきり給食 
今年の節分は 2月 2日です！

■節分とは？ 

昔は「立春・立夏・立秋・立冬」それぞれ

の前日のことを節分と呼んでいましたが、現

在では一般的には立春の前日を指す場合が多

いです。体調を崩しやすい季節の変わり目

に、病気や災害を鬼と見立てて豆をまき、そ

れらを追い払います。 

■なぜ大豆をまくの？ 

古くから日本では、米・麦・ひえ・あわ・大

豆には穀霊と呼ばれる精霊が宿っていると考え

られていました。特に大豆は粒が大きいため、

より多くの穀霊が宿るとされ、邪気を払うのに

最適だとされています。 

■「鬼はそと！福はうち！」の意味は？ 

鬼の語源は「隠（おぬ）」が転じたもので、

本来は得体の知れない邪気や病を意味します。

その邪気を家から追い出し、幸福を呼び込む 

セリフです。 

1月は『おもちつきごっこ』をみんなで

しました。「よいしょ、よいしょ♪」の楽

しそうな声が給食室まで聞こえてきまし

た。キャベツで『即席つけ』を作ってみ

ました。（ちぎって袋で「もみもみ」して

出来上がり！）自分で作った美味しい一

品に、食事も進んだようです。 
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